
区立杉並第五・若杉小学校統合新校の校舎建設について 

１  基本的な考え方 

  (1)   杉並第五・若杉小学校統合新校の建設にあたっては、小学校教育の円滑な運営を図るこ

とを本旨とし、教育の将来展望や諸課題に対応することが可能な施設づくりを志向する。 

(2) 学校教育上、支障のない範囲において、社会教育等の利用を配慮した施設づくり 

      を図る。 

２  建設計画の方針 

(1)  「杉並第五小学校・若杉小学校統合協議会 統合新校建設検討部会」を設置し、基本計画

案を検討する。 

(2) 校舎棟及び屋内運動場の建設工事を行う。 

 

３  建設計画の概要 

(1)   敷地面積        ６，６６１㎡ 

(2) 建設規模 

計  画  規  模 現        況 

○延床面積         ７，５００㎡程度

校舎        ６，９００㎡程度

    普通教室           １５室程度

    特別教室             ７室程度

    その他管理諸室充実 

         

屋内運動場       ６００㎡程度 

   屋上プール           １基 

○延床面積        ５，３５０㎡ 

   校舎          ４，７５８㎡ 

    普通教室         １２ 室 

  特別教室         １３ 室 

    その他管理諸室 

 

屋内運動場       ５９２㎡ 

   屋上プール               １基 

(3) 建設スケジュール 

18 年度  ……  協議会、基本計画・基本設計 

          19 年度  ……  実施設計 

          20 年度  ……  建設 

          21 年度  ……  建設、環境整備 

22 年度  …… 新校舎開校 

(4) 統合協議会建設部会 

          開催期間       平成 18 年 6 月～平成 19 年 2 月 

          回    数       延 7 回（予定） 

          委員構成       町会等関係者            ２ 名 

             ＰＴＡ関係者      ６ 名    

                         学校関係者            １５ 名 

                         学識経験者              ４ 名 

                         教育委員会              １ 名 

                         合      計            ２８ 名 


